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平安京東西市の空間構造（上）

つ

恭
仁
京
圏

て
い
る
。
と
は
い

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

て
東
西
市
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
、
あ
る
い

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

-]よ、

,1,~I~ 

は
じ
め
に

つ
い
て
は
、

ヽ

々
の
た
め

つ
」
と
あ
り
、

Vヽ

゜

し
て
、
官
司
の
管
掌
下
に
お
か
れ
た
市
が
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「
左
京
図
． は

、
大
別
し

の
も
の

）
と
に
し
た
い
。

で
き
る
よ
う
に
み
え
て
し
ま
う
。
そ
し
て
そ

る
。
そ
こ

は
ヽ

っ
て
は
、
文
字
史
料
と

い
。
少
な
く
と
も
、

さ
て
、

の
具
体
的
な
検
討
を
始
め

図
面
類

で
そ
れ
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

の
復
原
を
試
み
て
み
た
い
。

の

み
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ

い
タ
イ
プ
の
市
と
い
う
わ
け
で
は

し
つ
つ
、
新
し
い

こ
と
は
で
き
な
い
。

い
タ
イ
プ
の

る
こ
と
に
な
る
。

の
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平安京東西市の空間構造（上）

た
結
果
、
そ
の
祖
本
は
保
延
七
年
（
―

-
四
一
）
＼
天
養
元
年
（
―

-
四

ま
た
田
中
は
、
九
条
家
本
「
左
京
図
」
に
記
入
さ
れ
た
邸
宅
を
検
討
し

圏
・
八
省
院
図
・
豊
楽
院
固
・
右
京
図
を
加
え
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

称
す
る
）
〔
図
1
|
1
〕
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
収
録
す
る
九
条
家
本

西

選

又
号
解
縄

□

[

 

以
上
の
図
面
史
料
の
う
ち
最
も
古
い
も
の
は
、
十
四
世
紀
頃
の
書
写
と

⑥「東市町正応五年前図」

⑦『花洛往古図』

太旨 苓巨

1芸伶 l 5 

苓巨 i・.. ：把• Ill! 吋
太匡 吋

太与！咋 I伍
ば

②
『
神
泉
苑
所
伝
図
』
収
載
「
左
京
図

・
右
京
図
」

③
『
拾
芥
抄
』
本
文
お
よ
び
付
図
「
東
京
図

•

西
京
図
」

④
『
大
内
裏
図
考
證
』
掲
載
の
各
種
「
市
町
図
」

⑤
「
東
西
市
鄭
舎
図
」

さ
れ
る
①
九
条
家
本

『延
喜
式
』
付
図
「
左
京
図
・
右
京
図
」

（以
下
、
九

条
家
本
「
左
右
京
図
」
、
も
し
く
は
九
条
家
本
「
左
京
図
」
「
右
京
図
」
と

『
延
喜
式
』
巻
四
二
は
、
左
右
京
職
式
京
程
条
に
左
京
図
・
宮
城
図
・
内
裏

左
右
京
式
と
東
西
市
式
か
ら
な
る
本
来
の

『延
喜
式
』
巻
四
二
と
は
異
な

っ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
巻
四

二
の
書
写
年
代
は
、
田
中
稔
に
よ
っ
て
「
書
風

・
紙
質
か
ら
考
え
る
と
ほ

(2
)

（

3
)
 

ぼ一

三
0
0
年
代
頃
」
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
が
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。

巨

巨

臣

巨

W-

f

)

廿

お

器

v

涵

i

書

ギ

淫

／

一ヽ

遮

／

一

ヽ

造

朱

京

極

＋

丈
或
号
東
イ
大
路
十
一

＿丈

は

出

ギ

1
「

1

到

兵

字太

―
―
―
―
―
＼
＼
~
＿
―

―

□
ロ□油

小
路
四

と線点ヽ、,¥載コし―-＝ロ市西東のJ
 

図京右左r
 

図付
c~ 

式喜延p
"
u
 

本家条九一一図
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て
い
る

(3) 

の

、
の

こ

な
い

こ
又

ー
し

H
u「

じ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の

ほ
ぽ
同

し＼

つ

②
 

「
左
京
図
．

か
っ

し入

は
ヽ

こ
う
し
た
付
図
が
作
成
さ
れ
て
以
後
、

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
来
は
付
図
が
な

ご

6

て
い
る
。

J

よ、

叶
i

に
つ
い
て
も
工
大
ぎ
く
降
る
も
の
と

そ
の
内
容
は
院
政
期

に
な
っ
た
も
の
と
み
る
。

し
、
そ

ベ
ー
ス
に
し
た
も

と
し
た
。

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
田

る
な
ど
し
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平安京東西市の空間構造（上）

西
厘
出

ロ
巳

回

臣

国

巨

只

廿

五

紫

く

堂

4

愧

造

/

-‘

怒

｝

r
-

ヽ

造

紺

ギ

1

「

ギ

翌

兵

京

極

店

東

ィ

割

ゴ

大路トニ丈

朱ま

—————~————: 

目

油

小

路

四

字

太と線点（
 

載コし―-＝ロ市西東のJ
 

図京両伝所苑泉神r_ 本本橋2
 

一図

西厘酎

/[>
苓巨 太に

I I> 

,:::: ：：：茫去
吋

1~i 
11:1 

i i'i I伍
町

贔

出諒廿巨

--¥J造

＃そ器因

--¥J造く
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路号丈
四 巧

図 1-3大東急記念文庫本「神泉苑所伝左右京図」の東西市記載

（点線と太字は朱書）
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る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も

て
お
り
、

冊

は

の

れ
る
。 の

し‘

の

の
も
の
で
あ
っ
た
と
い

つ
で
あ
ろ
う
（
な
お
、

た
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

目
に
な
る
う
え
、
そ

は
ず
の

の

し＼

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
九
冊
目
は
、

の
題

）
れ
に
続
け
て

る
と

て
い
る
。
ま
た
第
八
冊
は
、

一
頁
日
に

た
だ
し
、
こ

い
。
ま
ず
、

＼
八
冊

「
〈
神
泉
苑
所
伝
〉

て
い
る
。

は

と
い
う
八
冊
と
、

図、 と
こ
の
う
ち

第
五
冊

は

の
も
の
で
、
第

冊

第
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平安京東西市の空間構造（上）

写
（
同

で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
す
こ
ぶ
る
高
い
。

「
左
京
図
」
「
右
京
図
」
の
一
；
一
点
に
つ
い
て
は
、
「
神
泉
苑
所
伝
」
と
い
う
由
緒
を
持
つ
図
を
書
写
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
こ
の
奥
書
に
み
え
る
藤
総
サ
（
藤
井
総
井
・
有
職
家
）
が
『
神
泉
苑
所
仏
図
考
証
』

裏
松
光
世
が
『
大
内
裏
図
考
証
』

一
冊
〉
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
貞
幹
旧
蔵
の
大
内
裏

の
著
者
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寛
政
九
年
は

の
清
書
本
を
朝
廷
に
献
卜
し
た
年
な
の
で
、
こ
の
橋
本
本
「
神
泉
苑
所
伝
両
京
固
」
が
『
大
内
裏
図
考

証
』
「
神
泉
苑
所
伝
図
東
京
市
町
図
」
の
書
写
元
に
な
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
こ
で
奥
書
の
「
藤
以
文
本
」
が
注
目
さ
れ
る
が
、
藤
以

も
ち
ふ
み

文
と
は
国
学
者
山
田
以
文
の
こ
と
で
、
考
証
学
者
藤
貞
幹
（
藤
原
貞
幹
）
の
門
人
に
あ
た
る
。
そ
し
て
、
師
の
貞
幹
は
『
大
内
裏
図
考
証
』

の
執
筆
に
協
力
し
た
人
物
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
彼
こ
そ
が
『
大
内
裏
図
考
証
』
「
神
泉
苑
所
伝
図
東
京
市
町
図
」
の
元
図
の
出
所

そ
の
「
藤
貞
幹
の
蔵
書
は
一
括
し
て
竹
庖
楼
に
残
さ
れ
」
、
竹
ザ
包
楼
（
佐
々
木
竹
丑
包
書
楼
）
に
は
貞
幹
自
筆
の
『
秘
蔵
書
目
』
や
、
佐
々

木
春
行
が
貞
幹
死
後
に
譲
り
受
け
た
遺
品
の
目
録
で
あ
る
『
無
仏
斎
遺
伝
書
領
目
六
』
が
伝
え
ら
れ
、
吉
沢
義
則
が
翻
刻
し
て
紹
介
し
て

（
マ
マ
）

い
る

C

そ
の
『
秘
蔵
害
目
』
の
「
画
図
」
の
項
に
「
神
泉
苑
師
伝
大
内
裏
図
〈
一
巻
〉
（
以
ド
、
「
神
泉
苑
所
伝
大
内
裏
図
」
と
称
す
る
）
」

が
、
『
無
仏
斎
遺
伝
書
領
目
六
』
に
「
神
泉
苑
所
伝
大
内
図
〈
先
生
真
筆

図
が
大
東
急
記
念
文
庫
に
現
存
し
て
お
り
、
「
大
東
急
記
念
文
庫
書
日
』
に
は
「
藤
原
貞
幹
雑
纂
」
の
項
に
「
一

〔
神
泉
苑
所
伝
大
内
図
〕

一
枚
」
（
同
は
「
自
筆
」
の
意
）
と
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
吉
沢
論
文
の
遺
品
現
存
且
録
に
は
、
「
久
原
文
庫
蔵
」
の
な
か
に

「
神
泉
苑
所
伝
大
内
図
〈
一
綴
〉
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
旧
久
原
文
庫
経
由
で
大
東
急
記
念
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

苑
所
伝
大
内
図
〈
先
生
真
筆

こ
の
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
本
『
神
泉
苑
所
伝
大
内
図
』
が
、
囚
「
神
泉
苑
所
伝
大
内
裏
図
〈
一
巻
〉
」
（
『
秘
蔵
書
目
』
）
と
⑪
「
神
泉

の
い
ず
れ
に
あ
た
る
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
現
存
本
に
は
識
語

一
冊
〉
」
（
『
無
仏
斎
遺
伝
書
領
目
六
』
）

や
奥
害
が
見
当
た
ら
ず
、
題
目
も
包
紙
等
が
「
神
泉
苑
所
伝
人
内
裡
図
」
、
表
紙
が
「
神
泉
苑
所
伝
大
内
図
」
と
な
っ
て
い
て
一
定
し
な

い
。
し
か
し
、
『
大
東
急
記
念
文
庫
書
目
』
が
自
筆
と
す
る
こ
と
や
、
現
存
本
が
左
右
京
職
式
京
程
条
と
左
京
図
•
宮
城
図
・
内
裏
図
・
中
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要
が
あ
ろ
う
。

和
院
等
図
・
八
省
院
図
・
豊
楽
殿
図
・
右
京
図
（
た
だ
し
内
裏
図
・
中
相
院
等
図
・
右
京
図
に
は
図
名
記
載
が
な
く
、
内
容
お
よ
び
橋
本

本
と
の
比
較
か
ら
仮
称
）
が
和
綴
じ
製
本
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
一
冊
」
や
「
一
綴
」
と
さ
れ
た
形
態
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
⑪
「
神

泉
苑
所
伝
大
内
図
〈
先
生
真
筆

一
冊
〉
」
に
あ
た
る
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
、
貞
幹
が
入
手
、
所
蔵
し
た
巻

子
本
の
囚
「
神
泉
苑
師
伝
大
内
裏
図
〈
一
巻
〉
」

(
1
1
藤
貞
幹
旧
蔵
巻

f
本
）
を
、
自
ら
書
写
し
た
も
の
が
冊
子
本
の
⑪
「
神
泉
苑
所
伝
大

内
図
〈
先
生
真
箪

一
冊
〉
」

(
1
1
大
東
急
記
念
文
庫
本
）
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
点
か
ら
、
『
大
内
裏
図
考
証
』
「
神
泉
苑
所
伝
図
東
京
市
町
図
」
や
藤
以
文
本
「
神
泉
苑
所
伝
両
京
図
」
の
祖
本
に
な
っ
た
の
は
、

『
神
泉
苑
所
伝
大
内
（
裏
）
図
』
中
の
「
左
右
扇
図
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

ら
の
図
の
書
写
元
が
囚
・
⑪
い
ず
れ
の
写
本
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
判
断
が
つ
か
な
い
。
そ
し
て
、
藤
以
文

本
を
寛
政
九
年
に
書
写
し
、
橋
本
家
を
経
由
し
て
図
書
寮
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
も
の
が
、
『
〈
神
泉
苑
所
伝
〉
都
城
及
宮
城
大
内
図
』
所
収

一
方
、
『
平
安
通
志
』
所
収
の
「
神
泉
苑
所
伝
左
点
図
」
は
、
細
々
し
た
相
違
で
は
あ
る
が
、
橋
本
本
や
大
束
急
記
念
文
庫
本
と
は
多
く

の
個
所
で
記
載
が
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
『
平
安
通
志
』

の
翻
刻
図
は
図
中
に
番
号
を
付
し
、
そ
の
番
号
と
記
載
内
容
を
図
下
に
一
覧

掲
載
す
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
い
る
た
め
、
そ
う
し
た
記
事
の
相
違
が
写
本
系
統
の
違
い
に
起
囚
す
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
翻
刻
時
の

編
集
方
針
や
転
記
ミ
ス
に
よ
る
も
の
か
判
然
と
し
な
い
e

と
は
い
え
本
文
を
読
む
限
り
「
平
安
通
志
』

泉
苑
所
伝
左
右
京
図
」
と
藤
貞
幹
旧
蔵
の
「
神
泉
苑
所
伝
図
」
と
は
別
の
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
。
た
だ
、
そ
う
認
識
し
た
根

拠
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
現
状
で
は
ほ
か
に
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
図
」
の
存
在
や
記
録
を
確
認
で
き
な
い
の
で
、
『
平
安
通
志
』
翻

刻
図
の
書
写
元
に
な
っ
た
の
が
藤
貞
幹
旧
蔵
の
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
図
」
や
そ
の
写
本
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
慮
し
て
お
く
必

の
「
神
泉
苑
所
伝
両
京
図
」
と
い
う
関
係
に
な
る
。

藤
貞
幹
が
所
有
し
た

の
著
者
は
、
翻
刻
に
用
い
た
「
神
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平安京東咀市の空間構造（上）

現
存
し
た
り
記
録
に
み
え
る
各
種
の
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
図
」
、
お
よ
び

係
に
つ
い
て
は
、
以
卜
の
よ
う
に
藤
貞
幹
旧
蔵
巻
子
本
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
図
」
に
遡
る
書
写
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
一
連
の
図
の
源
流
に
な
っ
た
藤
貞
幹
旧
蔵
巻
子
本
が
、
本
当
に
神
泉
苑
所
伝
の
も
の
（
も
し
く
は
神
泉
苑
所
伝
の
図
を
書
写
し
た
も
の
）

在
し
な
い
文
章
）
を
引
用
し
た
り
、
偽
書
そ
の
も
の

あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
橋
本
本
「
神
泉
苑
所
伝
両
京
図
」
を
具
体
例
と
し
て
、
そ
の
描
画
や
記
述
の
内
容
を
検
証
し
た
い
。

方
法
を
取
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
神
泉
苑
所
伝
両
京
図
」
は
東
西
南
北
の
条
坊
街
路
を
二
重
線
で
描
き
、
全
体
が
不
均
等
な
方
眼
紙
の
よ

う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
九
条
家
本
「
左
右
京
図
」
と
全
く
同
じ
描
画
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
存
す
る
『
拾
芥
抄
』

系
の
図
は
水
路
を
全
く
描
か
な
い
が
、
九
条
家
本
「
左
京
図
」
と
「
神
泉
苑
所
伝
左
京
図
」
は
堀
川
等
の
水
路
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
経

路
も
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
九
条
家
本
「
左
京
図
」
は
街
路
の
中
央
に
細
く
着
色
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
橋
本
本
や
大

東
急
記
念
文
庫
本
の
「
神
泉
苑
所
伝
左
京
図
」
は
街
路
全
体
を
薄
畢
で
着
色
す
る
と
い
う
点
で
水
路
描
画
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
右
京
図
」
の
全
体
的
な
様
相
で
あ
る
。
二
拾
芥
抄
」
系
の
右
京
屈
に
は
、
多
く
の
町
に
邸
宅
名
等
の
記
入

や
朱
線
に
よ
る
囲
郭
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
九
条
家
本
「
右
京
図
」
と
「
神
泉
苑
所
伝
右
京
図
」
の
七
条
大
路
以
北
の
部
分
に
は
邸

宅
名
の
記
入
が
全
く
な
い
。
そ
の
な
か
で
唯
一
、
右
京
一
条
一
坊
の
一
二
町
と
四
町
に
は
朱
線
に
よ
る
囲
郭
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点

も
九
条
家
本
「
右
東
図
」
と
「
神
泉
苑
所
伝
右
京
図
」
は
完
全
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
両
者
は
、
七
条
大
路
以
南
の
朱
郭
や
文
字
も
一
致

し
て
い
る
。

ま
ず
図
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
後
述
す
る

で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

『
大
内
裏
図
考
証
』
「
神
泉
苑
所
伝
図
東
京
市
町
図
」
の
関

一
抹
の
不
安
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
藤
貞
幹
は
、
著
作
中
に
偽
証
（
実
際
に
は
存

（
『
南
朝
公
卿
補
任
』
）
を
偽
造
し
た
り
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

『
拾
芥
抄
」
系
の
京
図
が
正
方
形
の
町
を
集
積
し
た
実
際
の
平
安
京
に
近
い
描
画

つ
ま
り
、
九
条
家
本
「
右
京
図
」
と
「
神
泉
苑
所
伝
右
京
図
」
の
描
画
・
記
述
は
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
図
」
を
収
載
す
る
橋
本
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
神
泉
苑
所
伝
図
』
が
、
左
右
京
職
式
京
程
条
の
式
文
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を
収
録
す
る
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
e

こ
の
よ
う
に
左
右
京
図
等
の
図
面
類
と
左
布
古
小
職
式
京
程
条
か
ら
な
る
と
い
う
内
容
は
、
九
条
家

本
『
延
喜
式
』
巻
四
二
と
共
通
す
る
構
成
だ
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て

み
に
み
え
る
按
文
等
が
記
さ
れ
て
い
た
り
、
国
史
大
系
が
「
此
、
九
本
竹
之
」
、
「
各
、
拠
九
本
袖
」
、
「
宮
、
九
本
此
下
有
城
字
」
、
「
卯
、

九
本
作
涅
」
と
頭
注
を
人
れ
た
用
字
が
、
こ
と
ご
と
く
九
条
家
本
の
側
に
合
致
し
た
り
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
誤
字
・
脱
字
も
認
め
ら
れ

る
の
で
、

『
神
泉
苑
所
伝
図
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
京
程
条
は
、
九
条
家
本
の

三
者
の
文
章
が
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
）
。
こ
の
よ
う
に
、
『
延
喜
式
』

大
正
末
年
に
「
発
見
」
さ
れ
た
九
条
家
本
に
は
ぽ
一
致
す
る
と
い
う
の
は
、
『
神
泉
苑
面
伝
図
」
の
式
文
が
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
巻
四
一
―

を
祖
本
と
し
て
い
る
こ
と
を
紅
味
し
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
図
」
も
、
九
条
家
本
「
延
喜
式
』
巻
四
―
一
の
付
図
「
左
右

京
図
」
を
祖
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

の
他
の
写
本
と
は
異
な
り
、
文
章
や
用
字
が

以
上
の
諸
点
か
ら
筆
者
は
、
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
図
」
は
九
条
家
本
「
左
右
古
小
図
」
の
末
流
に
連
な
る
写
本
で
あ
る
と
考
え
る
〔
図
ー

|

4
〕
。
ま
た
、
こ
の
系
統
の
平
安
京
図
は
九
条
家
本
以
外
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
橋
本
本
「
神
泉
苑
所
伝
両
京
屈
」
、
大
東
急

記
念
文
庫
本
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
図
」
、
『
平
安
通
志
』
所
収
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
以
翻
刻
図
」
は
、

二
＼
四
例
口
に
な
る
貴
重
な
本
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
本
に
記
さ
れ
た
「
神
泉
苑
所
伝
」
と
い
う
由
緒
に
関
し
て
は
、
藤
貞
幹
以
前
に
遡
る
根
拠
が
見

つ
か
ら
な
い
限
り
、
判
断
を
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、
橋
本
本
や
大
東
急
記
念
文
庫
本
の
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
図
」
を
用
い
て
、

九
条
家
本
「
左
い
京
図
」
の
校
訂
を
行
っ
て
み
た
が
、
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
図
」
の
記
載
を
採
用
す
べ
き
事
項
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ

て
い
な
い
。
九
条
家
本
の
書
写
年
代
の
方
が
圧
倒
的
に
古
い
こ
と
も
あ
り
、
相
違
点
は
九
条
家
本
に
従
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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＞
麻
以
文
本
「
神
泉
苑
所
パ
両
京
図
」

P

②

A
橋
本
本
「
神
泉
苑
所
伝
両
京
回
」

~II 

，ー

・
山
田
以
文
薯
写
？
•
宮
内
庁
替
陵
部
蔵
『
〈
神
泉
苑
所
伝
〗
五
都
城
及
宮
城
大
内
図
』
所
収

•
藤
井
総
升
書
写
、
和
綴
本

・
東
市
の
な
記
載

•
同
じ
書
に
左
右
京
職
式
京
程
条
を
収
載

9’

↓

③
G
「
神
泉
苑
所
伝
図
東
京
市
町
図
」

・
『
大
内
裏
図
与
証
』
所
収

・
東
市
の
な
止
載

・
東
市
の
描
写
が
「
左
右
京
図
」
と
酷
似
)

中
影
響
か
推
測
さ
れ
る
関
係

《

凡

例

》

「

左

右

爪

図

」

第

．

次

祖

本

「

方

右

京

図

」

第

二

次

祖

本

｀

九

条

家

本

「

左

右

京

図

」

「iー
〗
口
｀
〗
四
ロ
ロ
ロ

□

／L〗
〗
[
ロ
ロ
゜

9

9

9

9

9

9
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9

9

9
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9
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9
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9
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1
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9

9
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9

9

9

9
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9

9

9

9

9

9

9
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1

1

9

9

1
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9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

9

9

9

9

9

9

9

9

 

_

_

_

_

 
1

9

9

9

9

9

9

1

9

9

9

9

9

 

_
-
9
,
＊
②
C
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
（
翻
刻
）
固
」

・
『
平
安
通
志
』
巻
之
八
、
所
収

3

・

東

市

い

み

記

載

②

B
大
東
急
記
念
文
庫
本
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
回
」

-
.
『
神
泉
苑
所
伝
人
内
図
』
浙
収

▼,＇ム

•
藤
原
貞
幹
苔
写
、
和
綴
本

・
東
市
の
み
記
載
，

L
,＇
：
藤
貞
幹
旧
蔵
巻
＋
本
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
京
図
」
，
9
9
~

・
『
神
泉
苑
所
伝
大
内
裏
図
』
（
『
秘
蔵
書
目
』
）
所
収
。
一
・
同
し
書
に
左
わ
京
職
式
崩
程
粂
を
収
載

9

9

9

9

9

9

9

,

 

1 

l 

l 

I 
I 

＇ 
＇ 
＇ 
＇ 
＇ 
＇ 1.  

1,  ? ？ :.—----;-----
l 

I I 

I I 

I I 

I I 

ll 

: - - - - - - - - 9 

↓

直

接

的

な

書

写

・

校

合

等

の

関

係

図 1-4平安京東西市に関する図面史料の相互関係①
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こ
の
東
市
に
関
す
る

一
丁

し
条
坊
門
南
し
条
北

q

大

宮

西

厘

東

此
四
至
卜
六
町
載
弘
仁
格

唐

橋

南

九

条

北

大

宮

西

王

牛

東

東
寺
四
町

ヒ
条
坊
門
南

東
市
屋
猪
熊
束

『
拾
芥
抄
』
と
『
大
内
裏
図
考
證
』

現
存
す
る
『
拾
芥
抄
』
の
成
立
年
代
に
は
諸
説
が
あ
っ
て
確
定
を
み
な
い
が
、
撰
者
に
つ
い
て
は
洞
院
公
賢
(
-
―
一
九
一
ー
ニ
―
-
」
ハ

0
)

と
す
る
説
が
有
力
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

「
拾
芥
抄
』

は
様
々
な
事
象
・
事
物
を
類
緊
し
た
類
書
で
あ
り
、
ま
た
多
く
の
写
本
や
版
本
が

あ
っ
て
、
全
体
像
を
詳
述
す
る
こ
と
は
筆
者
の
手
に
余
る
。
加
え
て
、
『
大
内
裏
図
考
証
』
に
収
載
さ
れ
た
各
種
「
市
町
図
」
を
含
め
る

と
、
『
拾
芥
抄
」
に
由
来
す
る
平
安
京
東
西
市
関
係
の
史
料
は
極
め
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
〔
図

l
|
5
1
1
0
〕
、
さ
ら
に
困
難
が

『
大
内
裏
図
考
証
』
に
み
え
る
東
西
市
関
係
の
文
章
や
図
面
に
対
象
を
絞
っ
て
、

最
初
に
、
『
拾
芥
抄
』
に
は
平
安
京
東
市
関
係
地
区
に
関
す
る
最
古
の
説
明
文
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
。

〔
史
料
l
_
l
〕
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
『
拾
芥
抄
』
宮
城
部
第
十
九
・
諸
寺
厨
町
（
抄
出
）

し
条
坊
門
南
し
条
北
大
宮
東
猪
熊
西
已
卜
．
一

f

北
小
路
南
猪
能
東
．
町
也

内
町
三
町

一
丁

し

条

坊

門

南

し

条

北

＿

湘

小

路

西

堀

川

西

＿

川
西
大
宮
東
ヒ
条
坊
門
一

f

丁

市
領
十
一
町

ふ
主

『
拾
芥
抄
』

外
町
八
丁
左
牡
南
堀

-―j
 

し

条

南

塩

小

路

北

，

堀

111
西
大
宮
束

の
文
章
は
、
平
安
京
東
西
市
の
構
造
を
考
え
る
際
に
よ
く
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
多
く
の

問
題
を
内
包
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
、
「
東
市
屋
」
と
「
市
領
」
が
別
の
項

H
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
無
論
、
「
東
市

屋
」
と
「
市
領
」
が
連
続
し
た
項
目
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
該
渭
地
区
を
図
に
落
と
し
て
み
る
と
一
連
の

主
に
そ
の
信
頼
性
の
間
題
を
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

増
す
事
態
と
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
拾
芥
抄
』
と
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」 L--」L--」Lー＿」しー一」し
左牝牛]□mm□[ 

JW□][I]w [ 
し条坊l"I

北小路

]口□］□］□］［
七条

J□mm□[ 
塩小路

7 三「――1「――l「――l「
匝人猪堀油

宮熊）II 贔

図 1-5尊経閣文庫本『拾芥抄』

本文の東市記載

_J I I I l | l I I L- _J 

''~,'●'']ロロロII□[］ 
ビ］口B□[］

I担＃廿弓ド

I +i≪丑詞戸い

I母そ淀巨メ

が亡洒 ― ー））．=--===-→
--J- J已□モが口ロ［］) =•I.:,.J«怜<'-'

← ]□エロ――□口翌疇正

藍耳二((―-- ---—.L__J 三」二二□〕ミ忍—-ご
西 野西西西西 l雨大南堀油京
京寺堀靱大匝 宮市川小極
極町川負宮い

縄号
門 路

図 1-6尊経閣文庫本『拾芥抄』付図「東西京図」の東西市記載

（点線・太字・丸点は朱書）
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図 1-9『大内裏図考證』収載「市町図」の東市記載（アルファベットは筆者加筆）
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位
）
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

周
代
に
限
定
さ
れ
る
特
殊
な
例
（
徴
税
単

漢
字
で
あ
り
、
土
地
区
画
を
示
す
用
法
は

建
物
や
そ
の
部
材
（
屋
根
や
帳
）
を
指
す

語
と
し
て
の
用
法
を
除
く
と
、
家
屋
等
の

「
屋
」
の
意
味
を
み
る
限
り
、
動
詞
や
接
尾

示
さ
れ
て
い
な
い
。
『
大
漢
和
辞
典
』

の

屋
は
市
の
あ
る
区
域
を
示
す
の
で
あ
ろ

{，

12) 

う
」
と
す
る
が
、
そ
う
理
解
す
る
根
拠
は

な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
村
修
也
は
「
市

て
い
る
こ
と
も
不
可
解
と
言
わ
ざ
る
を
得

範
囲
の
区
域
で
あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
し

ま
た
「
東
市
屋
」
を
、
あ
た
か
も
一
町

立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

か
し
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
別
の
項
目
と
し
て

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し

両
者
と
も
東
市
に
関
す
る
項
目
と
し
て
記

範
囲
に
収
ま
る
〔
図
l
|
5
〕
こ
と
か
ら
、
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（
た
だ
し
、
図
1
_
3
は
「
市
店
」
と
注
記
）
〕
と
、

「
河
内
国
丹
比
郡
駅
家
院
倉
八
宇
・
屋
二
宇
」
（
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
八
年
閏
九
月
庚
戊
条
）
と
い
っ
た
用
例
が
示
す
よ
う
に
、
屋
は
単
体

の
建
物
を
指
す
語
と
み
る
べ
き
で
、
市
屋
を
市
場
地
区
と
解
す
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。

さ
ら
に
不
可
解
な
の
は
、
『
拾
芥
抄
』
関
係
の
「
東
西
京
図
」
や
「
市
町
図
」
の
な
か
に
、
左
京
七
条
―
一
坊
六
町
に
あ
た
る
こ
の
一
町
を

指
し
て
「
市
屋
」
と
記
述
す
る
例
が
全
く
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
、
「
古
本
拾
芥
抄
東
京
市
町
図
」
〔
図
lー

9
.
1
0
の
A
〕

に
当
該
地
区
の
こ
と
を
指
す
か
の
よ
う
な
市
屋
記
載
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
図
に
は
同
じ
区
域
内
に
「
内
町
」
と
も
記
入
さ
れ
て
お
り
、

「
東
市
屋
」
と
「
内
町
（
市
領
の
小
区
分
）
」
を
別
の
項

H
、
別
の
地
区
と
し
て
説
明
す
る
本
文
と
の
間
に
矛
盾
を
き
た
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
本
文
が
記
す
「
東
市
屋
」
の
内
容
に
合
致
す
る
付
図
は
、
『
拾
芥
抄
』
諸
本
中
に
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
図
面
史
料
で
市
屋
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
み
て
い
く
と
、
先
に
問
題
を
指
摘
し
た
「
古
本
拾
芥
抄
束
京
市
町
図
」

を
除
け
ば
、
左
京
七
条
―
―
坊
の
三
町
と
六
町
に
ま
た
が
っ
て
朱
線
か
点
線
で
長
方
形
（
も
し
く
は
楕
円
形
）
を
描
き
、
そ
の
記
号
の
注
記

と
し
て
「
市
屋
」
と
記
す
図
面
〔
図
1
_
1
.
2
.
3
.
6
、
図
l
l
9
の
B
.
G

市
屋
記
載
が
全
く
な
い
図
〔
図
l
|
7
、
図
l
|
,
9
の
C
.
D
.
F
〕
に
完
全
に
分
か
れ
る
。
ち
な
み
に
、
市
屋
と
い
う
文
字
が
な
い
「
校

本
拾
芥
抄
左
京
別
図
市
町
図
」
〔
図
l
|
9
の
E
〕
も
、
他
の
図
と
同
じ
位
憤
に
長
方
形
記
号
が
あ
る
の
で
、
前
者
の
一
員
と
し
て
分
類
し

て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
左
京
七
条
―
―
坊
三
町
と
六
町
に
ま
た
が
っ
て
「
市
屋
」
と
い
う
文
字
を
括
弧
書
き
で
記
載
す
る
故
実
叢
書
〔
図
1

|

7
〕
は
、
「
市
屋
」
記
号
を
描
く
諸
本
と
、
左
京
七
条
二
坊
三
ー
六
町
の
四
つ
の
町
に
工
市
町
」
記
入
が
あ
る
諸
本
と
の
両
立
を
図
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
ら
ば
、
こ
う
し
た
図
面
史
料
に
み
え
る
「
市
屋
」
と
は
、
い
っ
た
い
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
百
練
抄
』
建
仁
元
年
九
月
―
―
十
九
日
条

(13) 

に
は
「
今
夜
市
屋
庁
近
辺
小
屋
等
焼
亡
」
と
あ
り
、
柴
謙
太
郎
は
こ
の
市
屋
を
市
司
と
み
る
。
こ
の
見
解
に
対
し
て
中
村
は
、
「
こ
の
史
料

か
ら
は
市
屋
庁
11

市
司
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
市
屋
11

市
司
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
市
屋
を
市
場
地
区
の
こ
と
で
あ
る
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と
す
る
が
、
漢
字
の
意
味
か
ら
考
え
れ
ば
、
市
司
の
庁
舎
と
み
る
柴
況
の
方
が
自
然
な
解
釈
で
あ
ろ
う
。

〔
史
料
l
|
3
〕
『
延
喜
式
』
巻
叫
ニ
・
東
内
市
司
式
居
住
市
町
条

居
住
市
町
之
輩
、
除
市
籍
人
令
レ
進
地
子
、
即
以
充
ー
市
司
廻
四
面
泥
塗
・
道
楕
、
及
当
堀
河
等
造
料
ー
。
其
川
戟
年
終
申

ま
た
史
料
l
|
2
に
よ
る
と
、
市
に
関
わ
る
土
地
に
は
「
市
裏
」
と
「
市
町
」
と
い
う
区
分
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
「
市

町
」
は
、
史
料
l
|
3
に
「
市
町
に
居
住
す
る
の
輩
、
市
籍
人
を
除
き
地
＋
を
進
ら
し
」
む
と
あ
る
の
で
、
市
の
関
係
者
が
居
住
す
る
地

区
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
「
市
裏
」
が
「
市
の
内
側
」
を
意
味
す
る
こ
と
や
、
市
裏
11

、
モ
、
市
町
11

准
と
い
う
史
料
l
|
2
の
文

章
構
造
か
ら
、
「
巾
裏
」
と
は
市
の
本
体
部
分
を
指
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
「
市
裏
」
と
「
市
町
」
の
具
体
的
な

区
域
は
、
ど
こ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
か
。
先
の
中
村
説
は
、
「
市
屋
」

1
1

「
di裏」
11

市
場
、
「
市
領
」

11

「
内
町
三
町
＋
外
町
八
町
」

11

「市

史
料
l
|
2
.
3
に
最
も
近
い
時
期
に
成
立
し
、
そ
れ
自
身
が
『
延
喜
式
n]

の
付
図
で
も
あ
る
九
条
家
本
「
左
京
図
」
〔
図
1
|
l
〕
を

み
る
と
、
左
京
七
条
一
一
坊
三
ー
六
町
の
四
ヶ
町
（
半
安
京
束
市
の
巾
心
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
と
考
え
ら
れ
て
き
た
区
域
で
あ
り
、
『
拾
芥
抄
』
本

文
の
「
市
屋
＋
内
町
三
町
」
に
相
当
）
を
太
い
墨
線
で
囲
っ
て
い
る

3

そ
の
墨
線
は
四
辺
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
で
条
坊
街
路
の
幅
だ
け
途
切

れ
て
お
り
、

さ
ら
に
南
辺
と
北
辺
の
線
端
に
は
黒
丸
が
打
た
れ
て
い
る
こ
と
も
み
て
と
れ
る
e

こ
の
黒
線
に
つ
い
て
は
史
料
1ー

3
に

「
四
面
を
廻
る
泥
塗
」
、
衛
禁
律
越
垣
及
城
条
に
「
坊
市
坦
」
と
あ
る
市
坦
11

築
垣
（
築
地
塀
）
を
、
そ
れ
が
途
切
れ
て
い
る
箇
所
は
主
要

な
出
入
口
11

門
の
存
在
を
示
し
て
い
る
も
の
と
若
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
南
・
北
辺
の
線
端
に
一
―
つ
ず
つ
打
た
れ
て
い
る
黒
丸
は
大
門
の
存

町
」
と
い
う
図
式
で
理
解
す
る
が
、
筆
者
は
そ
う
考
え
な
い
。

送。 凡
市
町
准
市
裏
本
司
加
勘
乳
、
随
レ
犯
科
責
。

〔
史
料
l
|
2
〕
『
延
喜
式
』
巻
四
ニ
・
東
西
市
司
式
市
町
准
市
裏
条
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そ
れ
で
は
な
ぜ

。

ぷ
j で

「
以
南
の
街
路
名
称
は

在
を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
:
木
市
南
門
」
と
い
う
注
記
や
、
古
代
の
土
地
利
用
に
関
す
る
常
識
的
か
つ
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
型
か
ら

み
て
、
な
か
で
も
南
門
が
正
門
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
筆
者
は
、
市
の
内
側
に
し
て
本
体
に
な
る
「
市
裏
」
と
は
、

四
周
を
築
垣
で
囲
ま
れ
た
こ
の
四
ケ
町
全
体
を
指
し
た
言
葉
で
あ
る
と
考
え
る

3

な
お
、
こ
の
四
ケ
町
の
外
周
に
垣
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
猪
熊
小
路
に
「
南
市
門
」
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
根
拠
の

―
っ
と
し
て
、
中
村
も
指
摘
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
『
拾
芥
抄
』
付
図
〔
図
l
|
6
.
8
〕
に
み
え
る
「
以
上
南
市
門
」
と
い
う
文
言

は
、
各
種
平
安
京
図
の
条
坊
街
路
に
関
す
る
朱
字
注
記
の
類
例
（
「
以
下
町
尻
」
「
以
下
烏
丸
」
「
以
ド
油
小
路
」
「
以
下
猪
隈
」
）

て
、
「
神
泉
苑
所
伝
左
京
図
」
〔
図
lー

2
.
3〕
に
み
え
る
「
以
下
南
市
門
」
と
い
う
用
語
が
正
し
く
、
こ
れ
は
、
《
平
安
京
図
の
作
法
》

『
南
市
門
』

で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
の
で
、
東
市
に
「
南
市
門
」
と
名
付
け
ら
れ
た
門
が
存
在
し
た
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
正
門
の
名
称
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
九
条
家
本
「
左
京
図
」
に
記
さ
れ
る
「
東
市
南
門
」
で
あ
ろ

以
上
の
よ
う
な
理
解
の
う
え
で
巾
屋
記
載
が
あ
る
図
血
を
観
察
す
る
と
、
そ
の
長
方
形
記
号
は
全
て
市
裏
四
ケ
町
の
北
部
中
央
と
い
う

市
司
の
庁
舎
、
な
か
で
も
主
屋
の
場
所
と
し
て
最
も
相
応
し
い
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
こ
の
点
と
柴
説
、
そ
し
て

「
屋
」
の
意
味
を
総
合
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
長
方
形
記
号
は
市
裏
の
北
部
中
央
に
南
面
し
て
建
て
ら
れ
た
市
司
の
正
殿
を
示
す
図
形
で
あ

り
、
「
市
屋
」
と
い
う
文
字
は
そ
の
記
号
の
注
叫
と
み
る
の
が
最
も
自
然
な
解
釈
に
な
る
だ
ろ
う
。

『
拾
芥
抄
』

か
ら
み

の
撰
者
は
、
以
上
の
理
解
と
は
異
な
る
叙
迩
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
実
の
平
安
京
東
市
が
歴
史
の
彼

方
に
消
え
て
し
ま
っ
た
卜
四
恨
紀
前
半

1
中
頃
に
お
い
て
、
過
去
の
東
市
の
具
体
的
な
範
囲
を
考
え
る
よ
す
が
は
、
も
は
や
九
条
家
本

「
左
布
京
図
」
の
よ
う
な
平
安
京
図
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
『
拾
芥
抄
』
の
撰
者
は
、
平
安
京
図
あ
る
い
は
そ
れ
に

類
し
た
も
の
を
参
照
し
な
が
ら
、
東
市
に
関
す
る
文
章
を
ま
と
め
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
目
で
図
面
史
料
を
再
度
観
察
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し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
て
み
る
と
、
長
方
形
記
号
に
「
市
屋
」
と
注
記
す
る
図
面
の
全
て
が
、
左
京
七
条
二
坊
六
町
に
あ
た
る
ブ
ロ
ッ
ク
に
市
屋
の
文
字
を
記

入
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
と
く
に
、
『
拾
芥
抄
』
が
編
纂
さ
れ
た
の
と
同
じ
十
四
世
紀
頃
に
書
写
さ
れ
た
九
条
家
本
「
左
京
図
」
や
、

『
拾
芥
抄
」
原
本
付
図
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
『
拾
芥
抄
」
付
図
「
東
京
図
」
が
、
い
ず
れ
も
こ
う
し
た
記
載
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
撰
者
は
、
こ
う
し
た
記
号
と
注
記
の
意
味
を
理
解
で
き
ず
、
左
京
七
条
一
一
坊
六
町
11

市
屋
で

あ
る
と
誤
解
し
て
、
史
料
1ー

1
の
よ
う
な
文
章
を
作
成
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
東
市
屋
」
と
「
市
領
」
を
別
々
の
項
目

と
し
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
市
屋
に
対
す
る
誤
解
か
ら
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
拾
芥
抄
』
本
文
に
十
四
世
紀
の
編
纂
で
あ
る
が
ゆ
え
の
事
実
誤
認
と
い
う
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
と
み
る
な
ら
ば
、

そ
の
内
容
を
平
安
時
代
の
東
西
市
の
復
原
に
用
い
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
『
拾
芥
抄
』
本
文
と

『
大
内
裏
図
考
証
』

所
収
「
校
本
拾
芥
抄
左
京
別
図
市
町
図
」
に
し
か
み
え
な
い
「
市
領
」
「
内
町
」
と
い
っ
た
用
語
や
そ
の
説
明
に
関
し
て
は
、
よ
ほ
ど
慎
重

に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
他
の
図
面
史
料
に
も
み
え
る
「
外
町
」
は
、
「
市
裏
の
外
の
町
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
用
語
と
理
解
さ
れ
る
。
『
拾
芥
抄
』
本
文
等
が
、
こ
の
外
町
に
対
し
て
さ
ら
に
「
内
町
」
が
あ
る
と
し
た
の
は
明
ら
か
に
机
上
の
考
証

結
果
で
あ
り
、
平
安
京
図
に
記
さ
れ
た
外
町
の
意
味
を
誤
解
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
平
安
京
東
西
市
に
「
内
町
」
な
ど
存
在

さ
て
、
こ
こ
ま
で
長
々
と

『
拾
芥
抄
』
本
文
の
史
料
批
判
を
行
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
既
に
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、

『
拾
芥
抄
』
由
来
の
東
市
関
係
図
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
輻
が
大
合
い
。
と
は
い
え
、
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
に
お
け
る
東
市
の
描
写
〔
図
ー

|

6
〕
が
、
九
条
家
本
「
左
京
図
」
や
「
神
泉
苑
所
伝
左
京
図
」
の
そ
れ
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

尊
経
閣
文
庫
本
は
、
神
龍
院
梵
瞬
が
天
正
十
六
＼
七
年
(
-
五
八
八
＼
九
）
に
山
山
科
言
継
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、

②
唯
神
院
（
卜
部
兼
右
）
自
筆
本
、
③
清
家
之
秘
本
、
①
徳
大
寺
実
淳
所
蔵
本
を
用
い
て
綿
密
に
書
写
・
校
合
を
行
っ
た
と
い
う
。
こ
の
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う
ち
②
唯
神
院
自
筆
本
は
現
在
の
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本
に
あ
た
り
、
平
安
京
図
を
収
載
す
る
第
二
冊
は
天
文
十
七
年
(
-
五
四

九
）
に
書
写
し
た
も
の
で
、
完
全
な
形
で
平
安
点
図
が
残
る
最
古
の
現
存
写
本
と
な
る

編
纂
所
本
は
平
安
京
図
の
一
部
に
脱
簡
が
あ
り
、
扇
都
大
学
附
属
図
書
館
本
は
平
安
京
図
を
含
む
大
半
の
凶
面
が
失
わ
れ
て
い
る
。
加
え

て
史
料
編
纂
所
本
の
京
図
断
簡
は
、
図
の
内
容
や
描
画
形
式
が
他
の
写
本
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
『
拾
芥
抄
』
の
写
本
で
あ
る
と

い
う
見
方
に
さ
え
違
和
感
を
詑
え
る
）
。
ま
た
、
③
清
家
之
秘
本
は
現
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
清
家
文
庫
）
本
と
み
ら
れ
、
平
安
京
図
が

本
来
存
在
し
た
第
二
冊
は
永
正
七
年
(
-
五
一

0
)
の
書
写
。
そ
し
て
、
尊
経
閣
文
庫
本
奥
書
に
よ
る
と
、
田
徳
大
寺
実
淳
所
蔵
本
を
明

応
元
年
(
-
四
九
―
-
）
に
甘
露
寺
親
長
が
書
写
し
、
そ
れ
を
享
禄
―
―
一
年
(
-
五
三

0
)

た
の
が
山
山
科
言
継
本
と
い
う
関
係
に
な
る
。

か
ら
元
亀
三
年
(
-
五
七
二
）
に
か
け
て
書
写
し

つ
ま
り
尊
経
閣
文
庫
本
は
、
十
五
枇
紀
後
半
＼
十
六
世
紀
後
半
の
諸
本
を
用
い
て
製
作
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
安
京
図
に
関
す
る
か
ぎ
り
現
状
で
望
み
う
る
最
良
の
校
訂
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
尊
経
閣
文
庫
本
の

(18) 

図
面
類
は
天
理
図
書
館
本
の
も
の
に
ほ
ぼ
一
致
し
、
な
か
で
も
東
西
市
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る
両
者
の
記
載
は
完
全
に
一
致
す
る

み
に
、
宰
町
後
期
の
写
本
と
み
ら
れ
る
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
本
訟
拾
芥
抄
』
「
東
西
京
図
」
に
お
け
る
東
西
市
の
描
画
も
、
尊
経
閣
文
庫

本
や
天
理
図
書
館
本
と
一
致
す
る
）
。

こ
の
よ
う
に
尊
経
閣
文
庫
本
や
天
理
図
書
館
本
、
あ
る
い
は
大
東
急
記
念
文
庫
本
と
い
っ
た
十
六
世
紀
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
『
拾
芥
抄
』

古
写
本
の
付
図
が
同
じ
東
西
市
記
載
を
有
し
、
か
つ
九
条
家
本
「
左
京
図
」
に
近
い
描
画
内
容
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
既
に
失
わ
れ
た

『
拾
芥
抄
』
原
本
付
図
が
古
写
本
類
と
伺
様
な
図
で
あ
っ
た
可
能
性
を
ぷ
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
『
拾
芥
抄
』

の
撰
者
が
洞
院
公
賢
で
あ

り
、
そ
の
撰
述
が
十
四
枇
紀
前
半
ー
中
頃
で
あ
る
と
す
る
と
、
撰
述
時
期
が
九
条
家
本
「
左
右
京
図
」
の
書
写
時
期
に
重
な
る
の
で
、
原

本
「
東
西
京
図
」
が
、
九
条
家
本
と
同
種
の
平
安
京
図
を
参
考
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
『
拾
芥
抄
』

の
諸
本
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
各
種
図
面
が
存
在
す
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
筆
者

ち
な

（
こ
れ
よ
り
も
書
写
年
代
が
遡
る
東
京
大
学
史
料
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こ
う
し
た
現
象
の
発
生
源
の
―
つ
に
な
っ
た
西
市
に
関
す
る

東
市
の
記
載
に
飛
び
火
し
、

は
、
写
本
や
版
本
を
作
る
際
に
転
記
ミ
ス
が
発
生
し
た
り
、
机
卜
の
考
証
で
改
変
や
追
記
が
な
さ
れ
た
り
し
て
い
っ
た
結
果
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
校
本
に
「
市
堂
」
が
書
き
加
え
ら
れ
た
〔
図
1
|
7
、
図
l
|
9
の
C
〕

図
l
|
1
3
〕
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
安
期
に
お
け
る
「
巾
常
」

の
は
、
近
世
考
証
学
の
「
成
果
」
〔
図
l
|
9
の
F
、

9
]
 

の
存
在
を
史
実
と
み
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
そ
も
そ
も
『
拾
芥

抄
』
古
写
本
の
東
市
描
画
が
一
致
す
る
の
に
、
十
七
世
紀
以
降
に
作
ら
れ
た
校
本
や
印
本
に
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
自
体
、
こ
う
し

た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
江
戸
期
に
な
っ
て
か
ら
発
生
し
た
こ
と
を
ホ
し
て
い
よ
う
。

ま
た
、
『
拾
芥
抄
』
本
文
の
勘
違
い
が
平
安
京
図
の
読
解
ミ
ス
か
ら
牛
じ
た
よ
う
に
、
写
本
等
の
作
成
に
使
用
し
た
底
本
や
対
校
本
の
内

容
理
解
に
誤
り
が
発
生
し
、
そ
の
誤
情
報
が
さ
ら
に
伝
染
し
て
い
く
と
い
う
事
態
も
起
こ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
典
型
例
が
、
市
裏
該

当
区
域
を
「
市
町
」
と
す
る
記
述
と
、
そ
の
拡
大
で
あ
る
。
既
迩
し
た
よ
う
に
、
史
料
lー

2
.
3
に
は
「
市
裏
」
と
「
市
町
」
と
い
う

土
地
区
分
が
み
え
、
ま
た
九
条
家
本
「
左
京
図
」
な
ど
の
図
面
史
料
に
み
え
る
「
外
町
」
と
は
「
市
裏
の
外
の
町
」
を
意
味
す
る
と
み
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
点
を
整
合
的
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
式
文
に
み
え
る
「
市
町
」
は
平
安
京
図
の
「
外
町
」
に
あ
た
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ

(20) 
、つ

そ
の
一
方
で
『
拾
芥
抄
』

の
付
図
に
は
、
西
巾
の
市
裏
に
当
た
る
区
域
に
「
市
町
」
「
同
」
と
い
っ
た
記
載
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
尊
経

閤
文
庫
本
〔
屈
l
|
6
〕
等
の
古
写
本
も
そ
う
な
っ
て
お
り
、
原
本
の
段
階
で
既
に
こ
の
よ
う
な
記
載
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
『
拾
芥
抄
』
「
西
京
図
」
の
記
載
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
机
上
の
考
証
結
果
に
過
ぎ
ず
、
と
う
て
い
事
実
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
当
初
は
西
市
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
校
本
や
印
本
の
段
階
〔
図
lー

9
.
1
0
の
C
.
D
〕
に
な
る
と

つ
い
に
は
故
実
叢
書
の
付
図
〔
図
l
|
8
〕
に
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

『
拾
芥
抄
』
付
図
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
お
お
よ
そ
一
・
一
種
類
で
、
東
市
に

比
べ
て
実
は
極
端
に
少
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
西
巾
と
そ
の
外
町
に
該
判
す
る
区
域
に
「
市
町
」
「
同
」
と
記
す
だ
け
の
単
純
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関
す
る
若
干
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

段
階
に
は
既
に
失
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

一
部
の
本
で
誤
写
が
生
じ
た
り

な
記
載
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
東
市
記
載
と
対
照
的
な
様
相
は
、
『
拾
芥
抄
』
原
本
付
図
の
作
成
時
、
西
市
の
「
市
屋
」
や
「
市

領
」
に
あ
た
る
と
撰
者
が
考
証
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
に
「
市
町
」
「
同
」
と
機
械
的
に
書
ぎ
込
ん
で
い
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
可
能
性
が
す
こ
ぶ

る
高
い
。
実
は
こ
う
し
た
機
械
的
な
記
述
は
西
市
に
限
っ
た
話
し
で
は
な
く
、
『
拾
芥
抄
』

の
「
西
京
図
」
に
は
、
同
じ
名
前
の
邸
宅
や

町
、
そ
し
て
「
同
」
記
載
が
や
た
ら
と
日
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
機
械
的
な
記
述
が
後
批
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の

記
事
が
宮
城
側
11

北
を
頭
と
す
る
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
。
『
拾
芥
抄
』
「
西
京
図
」
中
で
も
、
九
条
家
本
「
右

京
図
」
と
共
通
す
る
「
忠
能
朝
臣
宅
」
の
よ
う
な
記
述
、
す
な
わ
ち
古
層
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
記
事
は
、
お
そ
ら
く
は
巻
子
本
の
書

き
方
を
踏
襲
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
朱
雀
大
路
側
11

東
を
頭
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
九
条
家
本
「
右
京
図
」
や
「
神
泉
苑
所
伝
右
京
図
」
に
は
邸
宅
や
市
に
関
す
る
文
字
や
記
号
の
記
載
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
白
紙
と
た
い
し
て
変
わ
り
が
な
い
情
報
量
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、
『
拾
芥
抄
』
系
統
の
現
存
写
本

と
し
て
は
最
古
の
も
の
に
な
る
史
料
編
纂
所
本
（
紙
背
文
書
と
の
関
係
等
か
ら
、
南
北
朝
初
期
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
）
の
場
合
は
、

1
四
条
部
分
の
脱
簡
が
あ
る
左
京
図
の
直
後
に
本
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
右
京
図
」
が
当
初
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
各
種
平
安
京
図
の
様
相
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
右
京
に
関
す
る
見
体
的
な
情
報
の
多
く
は
、
『
拾
芥
抄
」
が
撰
述
さ
れ
た
十
四
世
紀

す
な
わ
ち
、
『
拾
芥
抄
』
原
本
付
図
の
参
照
元
に
な
っ
た
図
面
史
料
に
は
、
九
条
家
木
「
右
京
図
」
と
同
様
に
、
西
市
に
つ
い
て
何
も
記

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
本
撰
述
時
に
誤
解
を
含
む
机
上
の
知
識
や
考
証
で
「
市
町
」
や

「
同
」
と
い
っ
た
記
入
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
修
正
す
る
情
報
が
な
い
ま
ま
写
し
続
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

〔図
l
|
7
.
8
、
図
l
|
1
0
の
C
〕
、
東
市
と
左
右
対
称
に
な
る
図
が
機
械
的
に
作
ら
れ
た
り
し
て
〔
図
1
1
1
0
の
A
〕
、
西
市
関
係
医
に
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ま
た
、
⑥
「
東
市
町
正
応
五
年
前
図
」
〔
図

1ー

12
〕
は
、
林
屋
辰
一
孟
一
郎
が
中
公
新
書
の

に
写
真
を
、
同
書
の
文
庫
に
翻
刻
図
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
図
中
の
注
品
に
「
市
町
用
者
筆
者
嵯
峨
芹
川
氏
蔵
而
正
応
五
年

前
図
也
」
と
あ
っ
て
、

や
は
り
「
嵯
峨
芹
川
氏
蔵
」
に
な
る
正
応
五
年
以
前
の
図
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
図
は
、
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
情
報
贔
が
非
常
に
多
く
、
正
応
五
年
以
前
と
い
う
触
れ
込
み
が
正
し
け
れ
ば
、

誠
に
も
っ
て
貴
重
な
史
料
と
い
う
ほ
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
図
や
そ
れ
を
掲
載
す
る
書
物
は
い
ず
れ
も
江
戸
期
の
も
の
で
あ
り
、

こ
の
種
の
図
が
有
す
る
独
自
の
情
報
は
「
東
西
市
鄭
舎
図
」
以
前
の
史
料
で
は
全
く
確
認
が
と
れ
な
い
。
『
柳
庵
雑
筆
』
は
、
「
東
西
市
鄭

舎
図
」
の
「
裏
に
大
宮
院
御
葬
の
事
を
記
」
す
の
で
、
こ
の
図
が
「
正
応
五
年
よ
り
前
に
書
し
」
た
も
の
と
す
る
が
、
図
の
方
を
一
次
文

11
〕
で
、
図
名
に
「
嵯
峨
芹
川
氏
蔵
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。

平
安
京
の
東
市
に
関
し
て
は
、
正
応
五
年
（
一
―
一
九
二
）
以
前
の
も
の
と
称
す
る
図
面
史
料
が
一
一
種
類
存
在
す
る
。
そ
の
―
つ
が
、
考

証
学
者
栗
原
信
充
が
著
し
た
随
筆
『
柳
庵
雑
箪
』
（
弘
化
一
一
年
(
-
八
四
五
）
刊
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
⑤
「
東
西
市
鄭
舎
図
」
〔
図

1ー

四

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
『
拾
芥
抄
』
付
図
「
東
西
京
図
」
に
つ
い
て
は
、
九
条
家
本
「
左
京
図
」
に
似
た
記
載
を
有
す
る
尊
経
閣
文
庫
所

蔵
本
等
古
写
本
の
図
が
原
本
に
近
く
、
そ
の
古
写
本
類
に
し
て
も
「
西
京
図
」
と
そ
の
西
市
記
載
に
関
し
て
は
信
頼
性
が
低
い
こ
と
が
判

ー
シ
ョ
ン
は
、
机
上
の
考
証
や
そ
の
ミ
ス
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
現
実
に
存
在
し
た
平
安
京
や
東
西
市
を
論
ず
る
素
材
に
な

近
世
の
考
証
図

り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

明
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
東
市
に
関
す
る

『
町
衆

京
都
に
お
け
る
「
市
民
」
形
成
史
』

『
拾
芥
抄
』
本
文
の
内
容
や
、
諸
本
の
付
図
に
認
め
ら
れ
る
東
西
市
記
載
の
バ
リ
エ
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図 1-11『柳庵雑筆』所収「東西市鄭舎図」
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図 1-12「東市町正応五年前図」の東市記載
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ま
た
「
東
市
町
正
応
五
年
前
図
」
は
、
図
中
の
注
記
か
ら
「
東
内
市
鄭
舎
図
」
を
用
い
て
作
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
上

記
の
検
討
か
ら
す
れ
ば
既
に
こ
れ
だ
け
で
十
分
に
問
題
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
図
に
関
し
て
は
「
東
内
市
鄭
舎
図
」
に
由
来
す
る
記
載
を

除
外
す
る
と
、
『
京
の
水
』
の
付
図
と
し
て
寛
政
一
一
年
（
一
じ
九

0
)
に
作
ら
れ
、
翌
一
二
年
に
京

t
産
と
し
て
独
自
に
出
版
さ
れ
た
平
安
京

考
証
図
『
花
洛
往
古
図
』
〔
図
1
|
1
3
〕
と
ほ
ぽ
同
内
容
に
な
る
こ
と
も
間
題
と
な
る
。

例
え
ば
、
市
姫
大
明
神
社
と
稲
荷
社
の
建
物
を
絵
で
描
く
点
や
、
塩
小
路
に
「
（
今
）
き
津
や
ば
し
」
と
注
記
す
る
こ
と
が
完
全
に
一
致

す
る
の
は
、
と
て
も
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
「
市
堂
吃
也
卜
人
開
基
」
「
石
塔
婆
空
也
上
人
建
ル
」
と
い
っ
た
記
述
を
は
じ
め
と

扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

書
と
判
断
し
た
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
表
裏
の
先
後
関
係
が
逆
だ
っ
た
場
合
に
は
「
正
応
五
年
以
後
に
描
か
れ
た
図
」

に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
仮
に
表
裏
の
関
係
が
正
し
か
っ
た
と
し
て
も
、
「
大
宮
院
御
葬
の
事
」
は
後
世
で
も
書
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
正
応
五
年
に
書
さ
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
た
め
に
は
記
載
内
容
だ
け
で
な
く
、
料
紙
や
害
式
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
綿
密
な
検
証
が
行
わ
れ
た
様

f
は
窺
え
な
い
の
で
、
上
記
の
年
代
判
定
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
と
う
て

ふ
竺

い
で
き
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
図
に
関
し
て
は
、
そ
の
記
載
内
容
か
ら
信
頼
性
を
判
断
す
る
ほ
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
そ
の
記
載
を
み
て
い
く
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
「
東
西
市
鄭
舎
図
」
で
あ
る
が
、

に
区
分
し
た
詳
細
な
構
造
を
描
く
と
い
う
相
矛
盾
し
た
内
容
を
持
つ
う
え
に
、

（
市
裏

と
外
町
を
一
体
の
も
の
と
し
て
扱
う
と
い
う
間
違
い
を
犯
し
な
が
ら
、
②
そ
の
内
部
を
市
JIJ
・
市
舎
お
よ
び
唐
物
・
五
畿
七
道
別
の
「
屋
」

①
そ
の
典
拠
や
祖
本
が
全
く
も
っ
て
不
明
と
い
う
不
可
解

き
わ
ま
り
な
い
代
物
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
①
の
典
拠
の
間
題
を
ク
リ
ア
で
き
な
い
か
ぎ
り
、
と
て
も
の
こ
と

信
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
怪
し
げ
な
状
況
や
、
「
東
西
市
鄭
舎
図
」
以
前
に

1
種
の
図
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
こ
の
図
は
近
枇
の
考
証
学
者
に
よ
る
「
研
究
成
果
」
で
あ
り
、
我
々
が
平
安
京
東
四
市
を
研
究
す
る
た
め
の
史
料
と
し
て
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あ
る
。

と
は
、
『
花
洛
往
占
図
』
を
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
に
し
て
、
「
東
西

rh

□□
/
D□
 

と
を
示
し
て
い
よ
う
。
要
す
る
に
「
東
市
町
正
応
万
年
前
図
」

ら
ず
、
何
と
も
珍
妙
な
記
載
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
う

／ロロ通

市
町

□口

}
｝
]
 

□ロ

正
応
五
年
飢
図
」
の
範
囲
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
『
花
洛
往
古
図
』

に
み
た
「
市
町
用
者
」
云
々
と
い
う
文
章
と
、
「
綾
小
路
恐
塩
小

で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
「
山
陰
道
（
屋
）
」

に
い
た
っ
て
は
、
途
中
で
直
角
に
曲
が
る
記
述
を
読
ま
ね
ば
な

し
た
現
象
は
明
ら
か
に
、

二
つ
の
図
を
無
理
矢
理
合
成
し
た
こ

鄭
舎
図
」
の
内
容
を
追
記
す
る
形
で
制
作
さ
れ
た
も
の
な
の
で

／
□
／

If―

□1
ロロ

礫
谷
⑤
松
尾
御
旅
所

□
m且

ロ丁

□

陰
道
（
屋
）
」
な
ど
の
文
字
が
ブ
ロ
ッ
ク
外
に
弾
き
出
さ
れ
る
形

の
町
に
位
置
す
る
「
西
海
道
（
ヤ
）
」
「
唐
物
ノ
屋
」
「
市
司
」
「
l
l
J

面
白
い
の
は
、
市
姫
大
明
神
・
市
堂
・
石
塔
婆
が
あ
る
一
二
つ

入
だ
け
と
な
る
。

口

□□
ロ
ロ
ロ

□

路
誤
」
と
い
う
考
勘
文
、
そ
し
て
外
町
地
図
へ
の
「
市
町
」
記

に
も
「
東
西
市
鄭
舎
図
」
に
も
み
え
な
い
独
自
の
記
述
は
、
先

と
く
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
林
犀
が
紹
介
し
て
い
る
「
東
市
町

し
て
、
各
町
に
記
さ
れ
た
邸
宅
や
堂
の
名
称
・
説
明
が
こ
と
ご

〗
口
□
1

芸9

9

-

・

i

r

 

rflIHJ

廿
'Ill

[
口

南
市
門
通

]17 
□/
m
w
 口

［
口
冒

□
ロ
~

旦

□
図 1-13『花洛往古図』の東西市記載
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1

ー

1
1
9
9
9
1
1
9
9
,
.

マ
ー

1
_

＞
⑦
『
花
洛
往
古
固
』

C

東
側
に
余
分
な
一
外
町
」
（
東
巾
）

3

d
北
東
側
に
余
分
な
「
市
町
」
（
西
市
）
。
＿

a
市
本
体
に
も
「

rh
町

」

と

記

入

し

―

b
独
自
記
載
ー
「
市
立
（
東
市
）

lJ
マ

I

V

⑥

「

東

市

町

正

応

五

年

前

図

」

合―
-
．
市
中
枢
部
と
外
町
を
同
一
視
）

④
F
「
一
古
図
東
京
市
町
・
西
市
町
」

A

9

9

,

.

d

北
東
側
に
余
分
な
「
市
町
」
（
西
市
）

・
内
部
溝
造
に
関
す
る
独
自
の
記
載

J

a
市

本

体

に

も

「

市

町

」

と

記

入

。

⑤

「

東

西

市

廓

舎

図

」

'

_
_
_
_
 9
9

9

9

9

9

9

9

9

,

．
 

•
制
作
に
「
東
西
市
圃
舎
図
」
を
使
用

・
市
中
枢
部
と
外
町
を
同
一
視
〕

b
独
自
記
載
ー
「
市
常
」
（
東
市
）

J

d
北
東
側
に
余
分
な
ぶ
市
町
」
（
西
市
）C

内
部
構
造
に
閉
す
る
独
自
の
記
載
J
•

市
外
の
記
載
内
容
か
『
花
洛
往
古
図
』
に
一
致

J

③
A
尊
経
閣
文
庫
本
『
拾
芥
抄
』
「
東
西
京
図
」
'
-

・
大
正
ぃ
ハ
＼
ヒ
年
(
-
五
八
八

1
九
）
苫
写
，

・
「
市
屋
」
に
関
す
る
記
号
・
注
記
（
東

l
r
i
)
J
-

a
市
本
体
に
も
「
市
町
」
と
記
入
（
西
市
）
。
＿

C

東

側

に

余

分

な

「

外

町

」

（

東

市

）

＂

一

-
）
書
写

c

£
 

凡

例

ミ

固 1-14平安京東西市に関する図面史料の相互関係②
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25) 

平
城
京
や
平
安
京
に
お
け
る
東
西
市
の
空
間
構
造
解
明
に
取
り
組
ん
だ
も
の
と
し
て
中
村
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
こ
の
一
連
の
研
究
に

は
、
市
裏
と
外
町
の
区
別
や
、
中
国
の
市
と
の
間
に
見
ら
れ
る
構
造
の
共
通
性
と
い
っ
た
注
目
す
べ
き
指
摘
が
多
い
。
し
か
し
同
時
に
、

初
出
か
ら
三

0
年
前
後
経
過
し
た
現
在
の
視
角
か
ら
す
る
と
様
々
な
間
題
点
も
見
出
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
使
用
す
る
史
料
の
吟
味
が
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
空
間
構
造
の
検
討
の
た
め
に
、
例
え
ば

抄
』
付
図
「
東
西
京
医
」
、
『
大
内
裏
図
考
證
』
収
載
の
各
種
「
市
町
図
」
、
「
東
市
町
正
応
五
年
前
図
」
等
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

む
す
び
に
か
え
て
ー
東
西
市
復
原
に
活
用
し
う
る
図
面
史
料
ー

14
の
よ
う
に
な
る
。

以
上
の
検
討
に
基
づ
い
て
、
『
拾
芥
抄
』
と

{24) 

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
「
東
市
町
正
応
五
年
前
図
」
の
作
成
年
代
は
、
『
花
洛
往
古
図
」
が
最
初
に
出
版
さ
れ
た
寛
政
二
年
よ
り
も
後
と

い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
「
東
西
市
鄭
舎
図
」
は
、
『
柳
庵
雑
筆
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
八
四
五
年
以
前
か
ら
存
在
し
た
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
上
限
は
不
明
と
な
る
。
こ
れ
は
残
さ
れ
た
問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
逆
に
い
え
ば
上
限
年
代
さ
え
明
ら
か
に
な
ら
な
い
状

況
で
は
、
と
う
て
い
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
内
容
の
図
と
も
い
え
る
。

他
方
、
『
花
洛
往
古
図
』

の
「
西
市
町
」
に
は
、
校
本
『
拾
芥
抄
』
〔
図
l
|
7
、
図
l
|
1
0
の
C
〕
と
同
様
に
北
東
側
に
余
計
な
「
市

町
」
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
先
に
み
た
よ
う
に
校
本
『
拾
芥
抄
』

の
東
市
〔
図
1
|
7
、
図
l
|
9
の
C
〕
に
は
、
『
花
洛
往
古
図
』
や
由

来
不
明
の
「
東
京
市
町
一
古
図
」
〔
図
1
|
9
の
F
〕
に
み
え
る
「
市
堂
」
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
近
世
考
証
学
と
校

本
『
拾
芥
抄
』
と
の
間
で
誤
情
報
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
ポ
し
て
い
よ
う
。

『
大
内
裏
図
考
證
』
、
お
よ
び
近
世
考
証
図
各
種
の
影
郷
音
関
係
を
ま
と
め
て
み
る
と
図
l

|

『
拾
芥
抄
』
本
文
や
故
実
叢
書
所
収
『
拾
芥
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が
で
き
る
屈
面
史
料
は
皆
無
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

た
と
い
う
要
因
が
大
き
い
）
。

史
料
を
実
際
に
存
在
し
た
東
西
市
の
復
原
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
こ
こ
ま
で
棲
々
迩
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
（
た
だ
し
、

筆
者
が
こ
う
し
た
図
面
史
料
の
問
題
点
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
影
印
集
成
本
の
出
版
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
近

年
、
九
条
家
本
「
左
右
京
図
」
や
『
拾
芥
抄
』
各
種
写
本
の
写
貞
を
閲
覧
し
た
り
、
相
圧
に
比
較
し
た
り
す
る
こ
と
が
行
い
や
す
く
な
っ

平
安
京
東
西
市
に
関
す
る
図
面
に
は
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
る
が
、
①
九
条
家
本
『
延
喜
式
』
付
図
「
左
右
以
図
」
が
害
写
年
代
、
内

容
の
成
立
年
代
、

い
ず
れ
の
尺
度
か
ら
み
て
も
現
存
最
古
の
史
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
②
「
神
泉
苑
所
伝
左
右
扇
図
」
は
そ

の
九
条
家
本
系
統
の
写
本
と
み
ら
れ
る
が
、
対
校
に
よ
っ
て
九
条
家
本
に
修
正
を
加
え
る
程
の
惰
報
は
有
し
て
い
な
い
。
他
方
、
③
『
拾

芥
抄
』
原
本
の
付
図
「
東
内
京
図
」
の
内
容
は
尊
経
閣
文
庫
本
等
古
写
本
類
の
記
載
と
同
様
な
も
の
と
息
わ
れ
る
が
、

や
は
り
九
条
家
本

「
左
右
京
図
」
の
内
容
を
途
り
替
え
る
よ
う
な
情
報
は
認
め
ら
れ
な
い
（
若
干
の
相
違
は
あ
る
が
、
あ
え
て
帷
経
閣
文
庫
本
を
採
る
べ
き
根

拠
は
見
出
せ
な
い
）
。
そ
し
て
、
そ
の
他
『
拾
芥
抄
』
付
図
の
ハ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
『
大
内
裏
図
考
證
』
収
載
の
も
の
も
含
め
て
机
し
の
改

変
に
よ
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
「
東
西
市
圃
舎
図
」
や
「
東
市
町
正
応
五
年
前
図
」
に
全
っ
て
は
論
外
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
以
卜
の
状
況

を
鑑
み
れ
ば
、
平
安
京
東
世
市
の
構
造
を
者
察
す
る
た
め
の
図
面
史
料
と
し
て
は
、
現
状
で
は
九
条
家
本
「
左
石
扇
図
」
が
唯
一
無
一
一
の

史
料
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

C

ま
た
、
そ
の
九
条
家
本
「
左
右
京
図
」
に
は
西
市
の
記
載
が
な
い
の
で
、
西
市
復
原
に
直
接
用
い
る
こ
と

そ
の
九
条
家
木
「
左
右
京
図
」
に
し
て
も
、
十
四
世
紀
の
害
写
で
、
祖
木
の
成
立
も
十
一
叫
世
紀
中
頃
ま
で
し
か
遡
れ
な
い
の
で
、
そ
の

利
用
に
疑
問
を
持
つ
向
ぎ
も
あ
ろ
う
。
筆
者
と
し
て
は
、
年
代
を
確
実
に
押
さ
え
ら
れ
る
邸
宅
名
の
記
載
の
な
か
に
十
一
世
紀
代
に
遡
る

も
の
が
あ
る
こ
と
や
、
発
掘
成
果
と
の
整
合
性
の
点
か
ら
、
九
条
家
本
「
左
右
京
図
」
の
活
用
は
ぎ
り
ぎ
り
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
に
入
る

と
み
る
が
、
そ
の
他
の
図
面
史
料
の
情
報
を
加
味
す
る
こ
と
は
完
全
な
ボ
ー
ル
球
に
な
っ
て
し
ま
う
と
も
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
拾
芥
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抄
』
各
種
付
図
や
『
大
内
裏
図
考
證
』
収
載
の
各
種
「
市
町
図
」
の
相
違
点
を
利
用
し
て
、
東
西
市
や
そ
の
外
町
の
変
遷
過
程
を
考
察
す

ま
た
既
述
し
た
よ
う
に
、
東
市
に
関
す
る
『
拾
芥
抄
』
本
文
の
説
明
に
は
事
実
誤
認
が
あ
り
、
復
原
研
究
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
東
西
市
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
諸
要
素
ー
例
え
ば
「
内
町
」
「
市
堂
」
「
市
姫
神
社
」
「
石
堺
婆
」
等
々
に

関
し
て
も
、
そ
の
実
在
性
を
、
平
安
末
期
頃
11
十
二
世
紀
代
ま
で
の
史
料
で
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

主―――ーロ(
1
)

市
大
樹
『
飛
鳥
の
木
簡
ー
占
代
史
の
新
た
な
解
明
』
（
中
央
公
論

新
社
、
―

1
0

I

＝一年）。

(
2
)

田
中
稔
「
京
図
に
つ
い
て
ー
九
条
家
本
延
喜
式
巻
第
四
十
二
所

収
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
』
所
収
、

田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
会
、
一
九
六
三
年
、
の
ち
「
中
棋
史
料
論

考
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
。

(
3
)

鹿
内
浩
胤
「
九
条
家
本
「
延
喜
式
』
覚
書
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』

五
二
、
二

0
0
一
年
）
。
ま
た
、
「
南
北
朝
時
代
」
の
書
写
と
す
る
論

考
に
は
、
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
「
新
指
定
の
文
化
財
」
（
『
月
刊
文

化
財
』
一
―
一
三
、
一
九
八
一
年
）
、
財
津
永
次
「
延
喜
式
（
九
條
家

本
）
」
（
『
国
宝
大
事
典
』
：
ー
〈
書
跡
・
典
籍
〉
、
講
談
社
、
一
九
八
六

年
）
、
西
牟
田
崇
生
「
「
延
喜
式
神
名
躯
』
諸
本
の
研
究
」
（
『
延
喜
式

神
名
帳
の
研
究
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
六
年
）
、
安
達
虹
哉

る
と
い
っ
た
研
究
手
法
を
採
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
延
喜
式
（
九
条
家
本
）
」
（
『
週
刊
朝
日
百
科
日
本
の
国
宝
』

0
四
四
、

朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

(
4
)

金
田
序
裕
：
平
安
京
左
・
右
京
図
に
つ
い
て
」
（
金
田
章
裕
編

『
平
安
尿
ー
京
都
都
市
図
と
都
市
構
造
』
所
収
、
京
都
大
学
学
術
出

版
会
、
―

1
0
0
七
年
）
。

(
5
)

桃
裕
行
「
延
喜
式
附
図
に
就
て
」
（
『
歴
史
地
理
』
七
五
ー
ニ
、

一
九
四

0
年
、
の
ち
『
桃
裕
行
著
作
集
』
五
〈
古
記
録
の
研
究
・
下
〉

所
収
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
九
年
）
。

(
6
)

前
掲
註

(
3
)
鹿
内
論
文
。

(
7
)

水
田
紀
久
編
『
若
竹
集
創
業
期
出
版
記
録
』
（
佐
々
木
竹
荀
包

楼
、
一
九
七
五
年
）
。

(
8
)

吉
沢
義
則
「
藤
貞
幹
に
就
い
て
」
（
『
褻
文
』
一
―
―
―
ー
八

1
-
―-、

一
九
ニ
―
一
年
、
の
ち
『
国
語
説
鈴
』
所
収
、
立
命
館
出
版
部
、
一
九

―
―
二
年
）
。
な
お
「
師
伝
」

(11
所
伝
）
と
い
う
誤
字
は
、
お
そ
ら
く
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論
文
刊
行
時
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

(
9
)

日
野
龍
夫
「
偽
証
と
古
代
学
」
（
『
文
学
』
一
九
じ
五
年
一

0
月

号
、
の
ち
「
偽
証
と
仮
託
ー
古
代
学
者
の
遊
び
ー
」
と
改
題
し
、
『
江

戸
人
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
、
朝
日
選
書
・
一
九
七
七
年
、
お
よ
び
岩
波
現

代
文
唐
・
ニ

0
0
四
年
に
再
録
）
c．

(10)

な
お
、
こ
う
し
た
頭
注
等
の
指
摘
以
外
に
も
、
国
史
大
系
本
に

み
え
ず
、
九
条
家
本
お
よ
び
橋
本
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
神
泉

苑
所
伝
図
』
に
あ
る
文
言
と
し
て
、
①
東
西
条
の
傍
注
「
或
云
、
除

大
路
小
路
分
定
残
十
六
町
」
、
②
朱
雀
路
条
の
「
朱
雀
見
路
広

二
十
八
丈
」
、
③
宮
城
東
西
大
路
条
の
「
自
宮
城
垣
半
一
至
涅
外
畔

翻
三
丈
八
尺
自
傍
町
垣
半
至
溝
外
畔
同
一
丈
―
一
尺
」
（
た
だ

し
意
味
不
明
な
の
で
術
字
か
）
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
頭
注
で

「
各
、
九
本
尤
、
恐
術
」
と
さ
れ
た
も
の
は
、
九
条
家
本
・
橋
本
本
・

大
東
急
記
念
文
庫
本
三
者
と
も
に
記
載
が
あ
っ
た
。

(11)

橋
本
義
彦
・
菊
池
紳
一
「
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
「
拾
芥
抄
』
解
説
」

（
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
第
17
冊
拾
芥
抄
』
八
木
書
店
、
一
九
九
じ

年）。

(12)

中
村
修
也
「
日
本
古
代
の
市
の
構
造
に
つ
い
て
ー
市
人
・
市
籍

人
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
史
境
』
一
五
、
一
九
八
七
年
、
の
ち
「
市

人
・
市
籍
人
と
市
の
構
造
」
と
改
題
し
て
『
日
本
古
代
商
業
史
の
研

究
』
所
収
、
思
文
閣
出
版
、
―

-
0
0
五
年
に
再
録
）
。
な
お
岸
俊
男

「
日
本
の
宮
都
と
中
国
の
都
城
」
（
上
田
正
昭
編
『
日
本
古
代
文
化
の

探
究
・
都
城
』
所
収
、
社
会
思
想
社
、
一
九
七
六
年
）
も
、
お
そ
ら

く
は
『
拾
芥
抄
』
本
文
の
記
述
に
し
た
が
っ
て
、
「
四
町
の
う
ち
―
町

が
市
屋
で
、
三
町
を
内
町
と
称
し
、
•
•
•
本
体
は
市
屋
・
内
町
の
方
形

の
四
町
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
岸
は
市
屋
や
内
町
の
内
容

に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

(13)

柴
謙
太
郎
「
平
安
京
の
市
に
関
す
る
一
考
察
(
-
)
」
(
「
歴
史
地

理
』
四
八
ー
一
、
一
九
二
六
年
）
。

(
1
4
)
i則
掲
註

(.12)
中
村
論
文
の
註
360

(15)

前
掲
註

(12)
岸
論
文
。

(16)

中
村
修
也
「
絵
巻
に
み
る
市
の
景
観
ー
『
一
遍
聖
絵
』
を
中
心

に
ー
」
（
『
古
代
文
化
』
四
六
ー
ニ
、
一
九
九
四
年
、
の
ち
「
東
西
市

の
空
間
構
崖
と
景
観
」
と
改
題
し
て
『
日
本
古
代
商
業
史
の
研
究
』

思
文
閣
出
版
、
―

1
0
0
五
年
に
再
録
）
。

(17)

前
掲
註

(11)
。

(18)

前
掲
註

(11)
。

(19)
中
村
太
一
「
平
安
京
東
西
市
の
空
間
構
造
（
下
）
ー
東
市
の
構
造

と
そ
の
要
素
ー
」
（
『
国
史
学
』
ニ
ニ
五
‘
―

1
0
一
八
年
六
月
刊
行
予

ビ）。
、.I

(20)

な
お
、
市
町
11

外
町
で
あ
る
と
す
る
と
、
圃
時
代
の
法
制
史
料

で
あ
る
『
延
喜
式
』
が
用
い
る
「
市
町
」
と
い
う
語
を
採
用
す
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
市
裏
」
に
相
当
す
る
地
区
に
「
市
町
」
の
語
を

使
っ
て
い
る
史
料
や
先
行
研
究
が
あ
っ
て
紛
ら
わ
し
い
の
で
、
本
稿
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で
は
主
に
「
外
町
」
を
使
用
す
る
。

(21)

吉
田
早
苗
「
解
説
・
拾
芥
抄
」
（
『
平
安
鎌
倉
記
録
典
籍
集
（
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
影
印
叢
書
2
)
』
所
収
、
八
木
書
店
、
二

0
0
七

年）。

(22)

林
屋
辰
三
郎
『
町
衆
京
都
に
お
け
る
「
市
民
」
形
成
史
』
（
中

公
新
書
、
一
九
六
四
年
、
お
よ
び
中
公
文
庫
、
一
九
九

0
年
）
。
な

お
、
写
真
は
京
都
市
歴
史
資
料
館
が
保
管
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
原

本
所
蔵
者
に
関
し
て
は
判
明
し
な
か
っ
た
。

(23)

藪
田
嘉
一
郎
「
芹
川
本
東
西
市
図
に
つ
い
て
ー
『
平
安
京
東
市

と
安
衆
坊
西
洞
院
の
遊
里
』
補
訂
ー
」
（
『
古
代
文
化
』
―
ニ
ー
八
、

一
九
六
九
年
）
。
こ
の
「
東
西
市
鄭
舎
図
」
に
つ
い
て
薮
田
は
、
「
こ

の
図
に
は
些
か
不
安
な
き
能
わ
な
い
も
の
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

こ
の
図
が
内
外
町
を
一
体
と
し
て
畿
内
七
道
諸
国
太
宰
府
の
物
産
に

よ
っ
て
区
分
せ
ら
れ
、
あ
ま
り
に
も
整
然
と
図
せ
ら
れ
、
そ
の
整
然

さ
が
ど
う
も
現
実
離
れ
し
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
て
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
図
は
干
朝
の
旧
制
を
憧
憬
す
る
者
が
理
想

と
現
実
を
交
錯
さ
せ
て
描
い
た
も
の
で
な
か
ろ
う
か
」
と
す
る
。

(24)

『
花
洛
往
古
図
』
に
つ
い
て
、
『
平
安
通
志
』
（
巻
之
八
）
は
「
森

謹
齋
製
す
る
所
七
図
の
一
、
今
写
本
を
以
て
存
す
」
と
記
す
。
こ
れ

が
正
し
い
な
ら
ば
、
森
謹
齋
（
森
幸
安
）
は
元
禄
十
四
年
(
-
七

0

-
）
の
生
ま
れ
な
の
で
、
『
花
洛
往
古
図
』
の
原
図
や
、
そ
れ
に
基
づ

い
た
「
東
市
町
正
応
五
年
前
図
」
の
作
成
年
代
は
寛
政
二
年
(
-
七

九
0
)
よ
り
遡
る
可
能
性
も
出
て
く
る
。

(25)

中
村
修
也
『
日
本
古
代
商
業
史
の
研
究
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇

0
五
年
）
。

(26)

前
掲
註

(
2
)
。

(27)

前
掲
註

(19)
。


